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全
医
労
は
６
月
６
～
７
日

に
東
京
・
全
労
連
会
館
で
第

39
回
保
育
所
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
地
区
・
地
方
協

代
表
・
傍
聴
あ
わ
せ
て
74
名

の
参
加
で
、
日
頃
の
活
動
の

交
流
と
今
後
の
運
動
の
意
思

統
一
を
行
い
ま
し
た
。 

昨
年
に
続
い
て
今
回
も
医

労
連
と
の
共
同
開
催
と
し
、

記
念
講
演
と
特
別
報
告
、
夕

食
交
流
会
を
合
同
で
行
い
、

三
上
先
生
の
講
演
は
、

「
『
子
ど
も
は
白
黒
ま
だ
ら

ジ
グ
ザ
グ
発
達
発
展
途
上

人
』
。
ゆ
が
む
の
は
発
達
の
し

る
し
。
だ
か
ら
こ
そ
子
ど
も

は
限
り
な
く
愛
し
い
」
と
、

教
員
と
し
て
子
ど
も
と
関
わ

っ
て
き
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
た
、
身
近
で
楽
し
い
お
話

合
わ
せ
て
131
名
の
仲
間
が

集
い
ま
し
た
。 

１
日
目
は
、
三
上
満
先
生

の
講
演
「
希
望
は
ぐ
く
む
子

育
て
を
」
を
受
け
た
後
、
美

馬
恭
子
さ
ん
（
全
医
労
本
部
）

か
ら
「
全
医
労
の
院
内
保
育

所
の
と
り
く
み
」
、
武
田
典
子

さ
ん
（
国
共
病
組
東
北
公
済

支
部
）
か
ら
「
院
内
保
育
所

の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
」（
地

域
と
の
連
携
）
、
西
岡
真
由
美

さ
ん
（
京
都
医
労
連
・
青
い

と
り
保
育
園
）
か
ら
「
あ
た

た
か
い
手
作
り
給
食
を
」
の

特
別
報
告
を
受
け
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
全
医
労
単
独

会
議
を
行
い
、
本
部
か
ら
基

調
報
告
、
河
野
美
恵
子
さ
ん

（
武
蔵
）
か
ら
「
東
京
都
認

証
保
育
所
の
と
り
く
み
」
、
つ

か
は
な
実
劇
団
（
本
部
）
か

ら
「
本
部
ピ
ジ
ョ
ン
団
交
の

寸
劇
」
、
有
馬
清
子
さ
ん
（
長

良
）
か
ら
「
ど
ん
ぐ
り
保
育

園
の
と
り
く
み
」
の
報
告
を

受
け
た
後
、
全
体
討
論
を
行

い
ま
し
た
。 

 

２
日
目
は
三
分
散
会
に
わ

か
れ
て
討
論
後
、
全
体
会
を

行
い
ま
し
た
。
会
議
終
了
後

は
、
医
労
連
は
厚
労
省
交
渉

へ
、
全
医
労
は
国
立
病
院
機

構
本
部
要
請
行
動
に
代
表
が

参
加
し
ま
し
た
。 

「愛はブーメラン」三上満先生の講演より

で
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
お
母
さ

ん
達
に
余
裕
を
持
っ
て
話
を

聞
い
て
あ
げ
る
体
制
作
り
が

大
切
」
「
『
子
ど
も
を
幸
せ
に

し
た
い
な
ら
、
保
育
者
や
お

母
さ
ん
が
幸
せ
で
い
る
こ
と

が
大
切
』
こ
の
言
葉
は
と
て

も
胸
に
響
き
ま
し
た
」「
ど
の

子
も
信
じ
て
あ
げ
る
こ
と
、

愛
を
そ
そ
い
で
あ
げ
る
こ
と

が
大
切
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
三
上
先
生

の
一
言
ひ
と
こ
と
が
、
温
か

く
会
場
を
包
み
込
み
、
ま
た

新
た
な
気
持
ち
で
今
後
の
保

育
に
役
立
て
て
行
こ
う
と
共

感
で
き
る
講
演
で
し
た
。 
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会
議
終
了
後
、
日
本
医
労
連

桂
木
書
記
次
長
と
全
医
労
森
田

中
執
・
美
馬
中
執
を
先
頭
に
、

15
名
の
地
方
協
代
表
に
よ
る

国
立
病
院
機
構
本
部
要
請
行
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

機
構
側
は
、
職
員
厚
生
部
職

員
課
の
久
保
田
労
務
専
門
職
以

下
８
名
が
対
応
。
（
昨
年
は
４

人
）
一
括
回
答
を
受
け
た
後
、

出
席
者
か
ら
看
護
師
等
の
確
保

対
策
と
院
内
保
育
所
の
充
実
・

処
遇
の
改
善
を
訴
え
ま
し
た
。

機
構
は
「
看
護
師
確
保
対
策

は
行
っ
て
い
る
が
、
総
人
件
費

削
減
の
中
で
大
変
厳
し
い
。
院

内
保
育
所
は
、
第
二
共
済
組
合

に
委
託
し
て
お
り
、
機
構
と
し

て
は
権
限
が
な
い
」
と
回
答
。

ま
た
、
子
育
て
環
境
整
備
に
つ

い
て
は
『
出
産
・
子
育
て
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
』
を
活
用
し
て
い
く

と
し
ま
し
た
。 

全
医
労
は
、
子
ど
も
を
あ
ず
け

る
看
護
師
の
厳
し
い
労
働
実
態

を
院
内
保
育
所
の
立
場
か
ら
訴

え
、
「
看
護
師
の
大
幅
増
員
を
」

「
政
権
交
代
の
今
、
定
数
削
減
に

機
構
と
し
て
国
に
意
見
を
す
べ

き
」
「
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用
は

病
院
任
せ
に
せ
ず
、
周
知
徹
底
せ

よ
」
「
過
酷
な
労
働
実
態
の
中
で

２４
時
間
保
育
も
広
が
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
と
逆
行
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
迫
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
「
一
日
を
通
し
て
保
育

が
で
き
る
よ
う
常
勤
採
用
を
」

「
保
育
所
職
員
の
賃
金
は
生
活

保
護
世
帯
よ
り
低
い
。
人
並
み
の

生
活
を
保
障
せ
よ
」
「
子
育
て
支

援
の
一
環
と
し
て
、
院
内
保
育
所

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
の
な
ら

ば
、
一
部
署
と
し
て
位
置
付
け

よ
。
検
証
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作

れ
」
と
要
求
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
院
内
保
育
所
の
整
備
費

が
新
た
に
予
算
化
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
機
構
は
「
修
繕
に
つ

い
て
は
、
各
病
院
の
判
断
に
よ

る
。
整
備
費
補
助
金
に
つ
い
て
は

ひ
と
ま
と
め
で
あ
り
、
緊
急
性
を

見
て
保
育
所
の
整
備
も
し
た
い
」

と
回
答
し
ま
し
た
。 

短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
要
請
は
「
実
情
を
聞
き
、

参
考
に
な
っ
た
。
保
育
所
の
需
要

は
大
き
い
。
部
署
に
つ
い
て
は
す

ぐ
に
返
事
は
で
き
な
い
が
、
こ
の

よ
う
な
機
会
を
持
ち
、
活
か
し
て

い
き
た
い
」
と
機
構
が
返
答
す

る
な
ど
、
継
続
し
て
要
請
し
て

き
た
私
た
ち
の
運
動
の
一
定
の

成
果
が
み
え
る
も
の
で
し
た
。

終
了
後
、
感
想
を
出
し
合
い
、

「
少
し
ず
つ
で
も
前
進
し
て
い

る
。
地
道
に
訴
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
。
次
の
世
代
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
に
も
、
粘
り
強
く

運
動
を
進
め
よ
う
」
と
意
思
統

一
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（全体討論より） 
☆ パート・アルバイトの組合費は、1,000円。賃金は

まちまちで、５万円の人もいる。加入をすすめにく

い。 

☆ ４時間勤務の人に、組合加入をすすめ、月 400 円で

医労連共済にも入ってもらったら、たまたま病気に

なり１カ月間休業。賃金分が戻ってきた。ぜひ、共

済の加入も同時にすすめてみてはどうか。 

☆ アルバイト・パートも組合に入っている。組合の努

力で保育園は作られた。そのことを語ってほしい。

☆ 組合員でなくても、賃金が上がっていく。ほかの保

育所では、組合離れが進んでいる傾向。私たちの園

では、国雇用から労働条件を受け継いできている。

☆ パートはみんな組合に入っている。契約社員１人が

未加入。組合で勝ち取った権利は利用しているが、

加入までいかない。 

☆ ７人中契約３人、残りのバイトは未加入。他の園で

は、園長が加入しないからと入らないところもあ

る。どういうふうに働きかけたらいいのか。 

☆ ６月から看護師の二交替制導入。夜勤免除の申請が

看護師全体に浸透していない。子どもにストレスが

たまっている。アンケートを取ったらどうか？夜勤

免除を申請しやすい看護師の人数確保を。 

☆ 19 時までの延長保育。病院から、女医確保のため、

来年度から 24 時間保育の申し入れがあった。父母

会では、保育料の件、学童の希望などが出された。

１歳児でも、23 時に寝て６時起床。いろいろな話

し合いをしていきたい。         など 


